
写真1　雑音でも音声でも！全波形対応の実効値振幅を測れ
る真の実効値プリアンプ

図1　製作した真の実効値プリアンプの応用
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（b）応用　 ：OPアンプ回路の雑音測定2
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（a）応用　 ：電源回路の雑音測定1
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入力換算雑音電圧密度が
15nV/  HzのOPアンプを測ると
15μVRMS（＝15nV×1000）であ
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　アナログ・テスタを交流電圧モードにすると，信号
の実効値振幅（パワー）を測定することができますが，
これは信号が正弦波であることが前提です．実際の
IoTマシンが搭載する電子回路やセンサの出力信号の
ほとんどは正弦波ではありません．
　そこで，測定対象の波形が正弦波でも方形波でも，
その実効値を正確に測れるプリアンプ（写真1）を製作
しました．図1に示すように，OPアンプ回路や電源
回路の雑音や音声信号の実効値振幅（パワー）を測るこ
とができます．本器の出力インピーダンスは高い（約
33 kΩ）ので，写真2に示すように10MΩ高入力抵抗
プリアンプと組み合わせます．
● アナログ・テスタと本器を組み合わせると…
▶測定分解能が数十μVまで高まる
　アナログ・テスタYX−361TRの最小AC電圧レン
ジは2.5 Vと大きいので，数十μVの雑音や数m〜数
十mVの微小な電圧は正確に測ることができません．
イントロダクションの写真4（c）で紹介したディジタ
ル・テスタDE−200A（DER EE製）の最小AC電圧レ
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